


Ⅰ　 研究の成果　　（1000字 程度）

（図表 も含めて分か りやす く記入 の こと）

　　ε-Fe2O3は酸化鉄の中でも極 めて稀な相であるが、最近 この相 のナノ微粒子において20

kOeと い う高保磁 力が見出 され、さまざまな応用が期待 され ている。 しか し、過去 に報告 さ

れている保磁力の値は、磁化容易軸がランダム配 向 した粉末での値であ るため、配 向状態

を制御す ることによって さらなる高保磁力が現れ ることが予想 された。本研 究では、ε-Fe203

コロイ ド水溶液を調整 しさらに外部磁場を用い るこ とによって、磁化容易軸 の配 向 した

かFe203ナ ノ微粒子の作成を試みた。　ε-Fe2O3ナノ微粒子の合成 は、既報の通 り逆 ミセル法 と

ゾルゲル法の組み合わせ を用いることによ り、siO2マ トリックスに分散 した形 で得 た。

ε-Fe2O3コロイ ド水溶液は、SiO2層 をN(CH3)4OH水 溶液 によ り除去 し、得 られ た沈殿 を水 中

に分散 させることで得 た。 このコロイ ド水溶液にSi(OCH3)4(＝TMOS)を 混合 し、10Tの 外部

磁場 中で24時 間静置 した。TMOSの ゲル化反応及び乾燥に よ り板状 の試料（以下 、磁場配向

体）を得た。磁場配向体にお けるXRDス ペク トル か ら、　ε-Fe2O3ナ ノ微粒子 のa軸 が印加磁

場方向に沿って配向 してい ることが確認 された。 この ことはε-Fe2O3の磁化容易軸 がa軸 で

あ り、またコロイ ド水溶液においてナ ノ微粒子 が凝集 するこ とな く自由に回転で きる状態

にあったため、磁場によ り配 向することが可能 であることを示 している。300Kに お ける磁

場配向体 の磁気 ヒステ リシスをFig.1に 示す。印加磁場方向に対す る ヒステ リシス曲線の角

型性が向上 し、保磁力は24kOeと 金属酸化物最大の保磁力 を更新 した。　Stoner-Wohlfarthモ

デルに従 えば、この保磁力の更新は磁化容易軸 が一方向に揃 ったことに よる もの と考 えら

れる。a軸 を容易軸 とする磁気異方性エネルギー(●2×106　erg　cm-3)の 原因 としては、磁気双

極子-双極子相互作用に よる異方性が支配的であるもの と現在 考えてお り、現在検討 中であ

る。

Fig.　1.ε-Fe2O3磁場配 向体 の

磁 気 ヒステ リシス曲線(300K)






